Attempt of the Jin ping mei (金瓶梅) : from the description of a certain love affair by 戸田  聖子
『金瓶梅』 の試み : ある情事の描写より


















































































































































































ろから忍び寄る経済｣ ･ ｢ののしる金蓮｣ ･ ｢二人のくちづけ｣ ･ ｢邪魔が入り､経済を押しの
ける金蓮｣などであるが､さらに言えば､それぞれのシーンの最後の部分も､十九回が(b)






















































































































































































































































































































































































































(1)播開柿｢《金瓶梅》的産生和作者｣ (『光明日報』 1954- 『論金瓶梅』文化芸術出版社､











































志村良治｢豪商と淫婦- 『金瓶梅』の世界一｣ (『中国小説の世界』評論社､ 1970)
前掲注(4)参照
田中智行｢『金瓶梅』の感情観一感情を動かすものへの認識とその表覗-｣ (『日本中
国学会報』第五十七集､ 2005)
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